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研究成果の概要（和文）： 
ドイツ編集文献学を中心に欧米の文献学関係の各理論を比較検討しながら、同時に、欧米各

地で展開されている文学デジタルアーカイブプロジェクトについて現状を理解し、将来の文学

資料デジタル化時代を見据えた新しい文献学のありようについて模索した。活動としては、各

種研究会の実施と文献読解、学会参加等を中心におこない、それらを通じて考察を重ねた成果

は、主に論文の形で発表した。本研究で得た数々の知見のうち、もっとも重要なものは、編集

文献学の問題領域が、IT の発展による画像の活用の増加に従って、今後アーカイブズ学の問題

領域と重なっていく可能性を示したものである。 

 なお、本研究は、派生的に、翻訳プロジェクトやシステム開発も試みた結果、訳書の刊行や

プロトタイプの試作といったスピンオフとしての成果物も生んだ。最終年度にいたっては、当

該等分野に関する日本で初めての国際会議を企画、運営し、国内外からの多くの参加者を得て、

本テーマをめぐる議論を広く喚起することに成功した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In this project we attempted to investigate the current theoretical discussions in the field of 

textual scholarship, especially highlighting the recent conflicts and rapprochement 

between German "Editionswissenschaft" (Scholarly Editing) and Anglo-American textual 

studies. Additionally we also tried to survey and analyze the practical applications of 

several representative digital archive projects in the western world. These research 

activities were carried out through the organization of work shops, conducting translation 

projects, and managing software development etc. One of the most fruitful inquiries is with 

the essay, pointing out the possibility that the dilemma concerning the "representation" of 

the material characteristics of books could transform the field of scholarly editing into a 

new field, which could be refered to as "Archival Science". What is of particular note is how 

this research contributed to the successful planning and organization of the international 

conference "New Directions in Textual Scholarship", the first academic meeting for this 

field in Japan which took place in March 2010 during the final year of the project.  
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 欧米における文学研究資料をめぐる文
献学的議論の発展 

 
 研究代表者は、本来の専門であるドイツ文
学のカフカ研究における方法論的な立脚点
から、学術版文学テキストをどう編集するか
という問題に長年関わってきた。この種の議
論は、ドイツでは編集文献学（Editions- 
wissenschaft）、またフランスでは生成批評
(Critique Génétique)関連、また英米では新
書誌学(New Bibliography)の関連の各領域
で、20 世紀後半から連綿と展開されてきた。
さらに 90 年代頃から近年にかけては、紙メ
ディアからデジタルメディアへの大きなメ
ディア環境の変化に対応すべく、情報学的、
工学的な領域との横断的に交流へ、さらにイ
ンターネットの普及に伴っては、各国別の境
界を越えた国際的な共同の取り組みへと進
展していった。研究代表者はその動向にかな
り初期の段階から着目し、理解と検討につと
めてきた。 
 
(2) 日本でのデジタルアーカイブ関係分野
における文献学的議論の立ち後れ 
 
 上記のような欧米の動向と反して、日本で
は、そもそも紙メディアの時代においても、
文学研究資料としてのテキスト編集に関し
て理論的な議論は展開されてこなかった。そ
うした基盤となる議論も経ないまま、わが国
はデジタル化時代を迎えたのであり、結果的
に、文学研究資料としてのデジタルアーカイ
ブの開発は、大勢としては、人文学的という
より、情報学的な問題解決を中心に進められ
ていった。 
 

(3) IT の発展によるテキストデータから画
像データへの力点の移行 
 
 今世紀に入ったころから、IT の急速な発展
によってプロセッサやストレージやネット
ワークといった物理的なものにかかるコス
トは限りなくゼロに近くなった。それに伴い、
かつては大問題だったデータ量に関する考
慮も必要なくなり、欧米の人文学分野の資料
のデジタル化をめぐる議論も、テキストデー
タ化に関する事柄から、画像データの活用を
めぐる問題へと重点が移されてきた。画像デ
ータのこうした重視は、まださほど表立って
は意識されていないものの、研究基盤として
の文学資料の考察を、エディションの問題領
域からアーカイブへの問題領域と移行させ
ていくものと見なされる。 
 
 
２．研究の目的 
 
 欧米の研究動向を踏まえたうえで、デジタ
ルメディア時代にふさわしい文学研究資料
基盤形成のための新しい文献学の可能性を
模索する―これが、今回の主たる研究目的で
ある。その目的に向けて、上記 3 点の背景と
の関連のなかで、本プロジェクトでは以下の
3 つの課題に取り組んだ。 
 
(1) 紙メディアを前提とした編集文献学理
論の検討 
(2) 欧米の文学系デジタルアーカイブ・プ
ロジェクトの現状分析 
(3) アーカイブズ学との接点の模索 
 
 
 
 



３．研究の方法 
 
(1) 研究会の実施 
 
 日本ではまだあまり知られていない編集
文献学の学問動向を、他の人文学研究者に広
く紹介すると同時に、関連する諸分野との有
益な接続をめざして、大小さまざまな研究会
を繰り返し企画した。とくに、2 年目からは、
研究代表者が、分担者として参加する日本文
学関係プロジェクトと共同する形で、文献学
研究会や基礎講座、またワークショップ等を
開催した。 
 
(2) 文献の調査・解読と翻訳 
 
 欧米の変種文献学の理論の検討とその実
践としての各地のデジタルアーカイブプロ
ジェクトの現状分析のため、数々の文献を渉
猟し、精査した。なかでも重要なものについ
ては、本研究に関心をもってくださる方々に
協力をいただいて、翻訳プロジェクトも展開
し、議論を交わしたり作業を共有したりしな
がら、理解と解読に努めた。 
 
(3) 研究支援ツールのプロトタイプ開発 
 
 当初は、開発には取り組まない計画を立て
ていたが、研究の進展にともない、理論的検
討の有効性を検証すべく、文学研究支援のた
めデータベースシステムを設計士、スピンオ
フとしてのプロトタイプの開発も試みた。 
 
(4) さまざまな国内学会、国際会議への参
加 
 
 欧米と異なり日本には編集文献学の学会
がまだ存在していないことから、研究成果の
発表および研究交流のために、出版学会やア
ーカイブズ学会等、さまざまな関連学会へ積
極的に参加した。 
 
(5) 国際会議の開催 
 
 最終年度は、海外の研究状況を日本の研究
者に伝え、また同時に、日本の現状を海外の
コミュニティへ発信するために、国際会議を
企画し、運営した。 
 
 
４．研究成果 
 

上記の方法により、以下のような具体的成
果を得た。 

 
(1) 研究会の開催は、これまであまり接点
のなかった日本文学研究者や日本史研究者、

また中国文学研究者の方々との幅広い交流
につながり、今回のテーマを日本の研究環境
で発展させていくための有益な手がかりを
数多く獲得することができた。とくに、プロ
ジェクトの後半、本来ドイツ文学研究者であ
る研究代表者が、「漢字文化三千年」という
タイトルの京都大学 COE シンポジウムの講
演に招かれたり、また「研究と情報の資源化
―史料編纂所大型プロジェクトの進捗」とい
う東京大学史料編纂所シンポジウムにコメ
ンテータとして招かれたりしたことは、今回
のプロジェクトの意義が徐々に広く認めら
れ、その成果に注目が集められ始めているこ
とを示しているといえるだろう。 
 
(2) 海外の文献学理論の展開をめぐる検討
とその実践に関する現状分析は、数々の新し
い知見をもたらしたが、なかでも、ドイツ系
理論と英米系理論のあいだの歴史的な角質
とその和解の様子を深く理解できたことは、
今後の日本での展開を探るうえで、非常に重
要な成果であった。また、派生的に行ってい
た翻訳プロジェクトは、日本で初めての編集
文献学関連の翻訳書の刊行という成果を生
んだうえ、近々もう一冊、海外のデジタルア
ーカイブプロジェクトを紹介する書物の翻
訳も完成し、出版に至る予定である。 
 
(3) 最初の研究支援ツールの開発の試みは、
編集文献学に関する理解の相違によって、結
局失敗に終わったが、新たなプログラマとの
チャレンジでは、独自のデータ構造を持った
データベースシステム LiterarySpace の設計
に成功し、スピンオフ作品としてそのプロト
タ イ プ も 作 成 し た (2008 年 の Digital 
Humanities 国際会議で、この試作品は発表
された)。なお、この開発は人文学研究にお
ける EUD の実践例ととらえることができる
ため、理論検討からこの実践に至る経緯を、
情報システム学を専門とする研究協力者と
ともに分析し、経営情報学会で発表すること
もおこなった。 
 
(4) 各種学会での発表のなかでも、とくに
日本アーカイブズ学会の年次大会での研究
発表、続いて、当学会の論文誌での論文発表
が果たせたことは、本研究の目的のひとつで
ある「アーカイブズ学との接点の模索」にお
いて、着実な成果を結べたことを示している
といえるだろう。また、当初は最終年度のみ
に予定していた国際学会での研究代表者に
よる研究発表は 3 年目に 1 度、4 年目に 2 度
と計 3 回実現しており、このように今回のプ
ロジェクトは国際的にも意義あるものに順
調に発展した。 
 
 



(5) 本プロジェクトの最終年度である 2009
年度においては、研究代表者が主たる企画者
となって、国際会議(「21 世紀の編集文献学
を考える国際会議」)も開催した。本会議は、
日本で初めての「編集文献学」を冠する国際
会議であり、日本でほとんどまだ知られてい
ないこの学問分野を国内の研究者に紹介す
るとともに、海外の研究者に日本の状況を伝
える目的のもとに行われたものであった。幸
いにも、2 日間で世界 8 カ国からのべ 100 名
に及ぶ参加者に恵まれ、今後の人文学研究基
盤のデジタル化の問題をめぐって、有意義な
議論が学際的、国際的に活発に交わされる盛
況な会となって、当初の目的は十二分に達成
された。 
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